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会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 
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１ 開会 

開会の挨拶 

 

２ 議題 

（１）浸出水の処理状況について 

浸出水の処理状況について（P２）説明 

 

【質問等】 

・処理量がわからない時期について、水質は問題なかったか。 

 

【回答】 

水質は問題なし。 

 

（２）放流水及び地下水の水質検査結果について 

放流水及び地下水の水質検査結果について（P３～P９）説明 

 

【質問等】 

①10 月 5 日の地下水（下流）の生物学的酸素要求量の値が通常より高

い件、どのような要因が考えられるか。 

②水質検査において明らかに異常な数値が出た際は、すぐに再検査す

べきではないか。 

③水質検査を実施した検査機関も記載すべきではないか。 

 

【回答】 

①真野クリーンパークは 2 重の遮水シートで覆われており、シートの

間は真空になっている。シートが損傷した際には真空でなくなり警報

が出る仕組みであるが、警報は出ていないため、施設の異常ではなく

外的要因と考える。 

外的要因としては、上流側での工事や、除草剤などの薬品等を使用し

た場合などが考えられるが、はっきりとした原因は不明。 

②原因を調査したうえで再検査を検討する。 

③今後、記載する。 

 

（３）その他 

【質問等】 
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菊地センター長 

 

①今後真野クリーンパークに何か入れる予定はあるか。 

②佐渡の最終処分場は十分あるか。最終処分場の建設予定はあるか。

また真野の辺りでと考えてはいないか。 

 

【回答】 

①入れる予定はない。 

②小木に最終処分場があり、あと 20 年ほど入れられそうな予定。次の

最終処分場建設候補地を近々に考えていきたいが、絞り込んで考えて

はいない状況。 

 

【真野クリーンパークの今後の流れについて】 

・3 月中に県に埋立終了届を提出予定。県から認められたのち、令和 6

年度に廃止届を提出予定。 

・原水の水質は、国の基準値をクリアしている。 

・廃止届が認められれば、水質検査は不要になると県から聞いている。

このため、予定だが 9 月以降は水質検査をしない予定である。 

・廃止届出受理後は、原水が堤体から越流しないよう一旦浸出水処理

施設に汲み上げ、そのまま放流出来るよう配管を改造し、放流する予

定。場内の草刈も定期的に実施予定。 

 

【質問等】 

①今後、薬品処理もろ過もしない水が真野川に流れるということか。 

②いきなりすべての検査をやめるのではなく、回数を減らすなりして

の実施は出来ないか。 

③原水は５～７ページの重金属類の検査項目は検査していない。検査

項目について検討してほしい。専門家の意見も聞いてほしい。 

 

【回答】 

①そのとおりである。原水の水質は国の基準値を満たしているため、

そのまま放流と考えている。 

②検討し、次回の協議会で報告する。 

③検討し、次回の協議会で報告する。 

 

 

３ 閉会 

閉会の挨拶 

 

 


